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ひとこと                           

環境省沼津自然保護官事務所の業務紹介 

沼津自然保護官事務所では、日本を代表する自然の風景地を保護し利用の促進を図る目的で、指定されてい

る「富士箱根伊豆国立公園」の優れた自然環境の保護とその利用の増進を図ることに関係した業務を行ってい

ます。管轄は、富士山地域（富士山頂を含む）、箱根地域（静岡県側）、伊豆半島地域（下田市、賀茂郡を除く）

と広範囲を担当しています。 

 

【富士箱根伊豆国立公園の概要】 

国立公園指定：昭和 11年 2月 1 日 

面積：121,695ha（うち富士山地域 60,591ha） 

関係都道府県：東京都、神奈川県、山梨県、静岡県 

公園利用者数：年間約１億 2000 万人と全国１位 

 

【沼津自然保護官事務所の取り組み】 

・自然公園法に基づく工作物の新築、木竹の伐採などの公園内の開発許可に関する手続き 

・環境省直轄の施設である富士山頂公衆トイレ、富士宮口五合目トイレ、田貫湖ふれあい自然塾、伊豆山稜線

歩道等の整備・管理 

・富士山登山者への情報提供として、富士山ガイダンスの開催、富士登山オフィシャルサイトの管理・運営 

・富士山の登山者数の計測 

・富士山及び天城山等のパトロール及びゴミ拾い 

 

沼津市内では、大瀬崎の海岸の清掃業務を民間委託により毎年実施しています。 

 

 
 

沼津市市場町 9－1 沼津合同庁舎 5 階 

TEL：055－931－3261、FAX：055－931－3529 
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大瀬崎からの富士山 
富士山山頂からの御来光 
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粉体ハンドリング技術の「赤武エンジニアリング株式会社」を訪ねて 
 

                       沼津地区環境保全協議会 会計監事 佐竹哲郎 

 

 今回は５Sを経営の柱に取り上げ積極的に活動されている赤武エンジニアリング株式会社を訪問しまし

た。 

 

赤武エンジニアリング株式会社は粉粒体を取り扱う機器を開発、設計、製造、販売を業務とし、 

所在地  沼津市東椎路６３２ 

  資本金  ３，０００万円 

  従業員数 ７３名     の会社です。 

会社訪問の当日は、赤堀社長の出迎えを受け、山本様、根岸様から５S 活動の取り組みについて 

説明を受けました。 

 

顧客から依頼されテストで預かる粉体、各種テスト機、冶具が所狭しと置かれた工場をどうにかしたい、

顧客からの信頼も得たいと、会社を挙げて、この活動が２００６年にスタートしました。 

 経過は、赤堀社長が強い決意で５S 活動を行うことを宣言し、当初はコンサルタントに指導を受け、５

S ができていない個所の乱雑な状況を写真に撮り、赤札を張り確認しました。その後、赤札を張った不要

な器具、在庫品等を排出し、約１年程である程度のレベルまでたどり着きました。 

 現在は５S 活動を、品質向上、安全の確保、原価の低減、企業イメージの向上、効率の向上を直接目標

とし、良好なチームワークづくり、リーダーシップの養成、社員の自主性の向上、組織の活性化の効果が

表れてきています。 

 

 工場、事務所を見学させていただき、現在行われている活動を見させていただきました。一部紹介させ

ていただくと、 

１． 工場の各所に活動以前の写真が掲示され後戻りのしない工夫がされていました。 

 ＜塗装場＞ 

  
 

 

 

                ２ 



    

２． 事務所、工場とも、各種の用度品、備品、部品、工具の姿置きを行いない、すぐ使え、使いやすい

物品の置き方がされていました。 

３． 通路、作業エリアの区分、部品置場等の定位置化がされていました。 

     
 

４． 補充が必要な物品は発注点を示すカードが物品ごとにあり、適正な在庫管理がなされていました。 

５． 各種文書に見出し、管理番号をつけ使いやすく、乱雑にならない工夫がされていました。 

 

この状況を維持するため各部門でチェックシートによるパトロールが活発に行われ、点数付けをし、指

摘箇所の改善も行われていました。また、このパトロールを全社員が行い、発表することにより５S の教

育及び活動の定着、自主性やリーダーシップの養成ができると述べられていました。 

   

 

 この活動に現在まで、人件費まで含めると２億３千万円、物品費は６２百万円要したと紹介されました。 

 この活動が成功し継続しているのは、赤堀社長のリーダーシップ、社員の改善への意欲が要点であると

感じられました。 
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沼津市環境政策課だより                           

                                                                

                          

 

 

 

 

本年度開催の「第８回ぬまづエコ活動コンテスト」は、全 5 部門合計７０組（緑のカーテンフォトを

含む）の応募があり、内部選考及び市民の皆様の投票によって大賞・入賞を決定しました。投票の結果、

各部門の受賞チームが決定しましたのでお知らせします。 

なお、平成 30 年 2 月４日（日）、キラメッセぬまづ内におきまして、「2018 ぬまづフリーマーケッ

トフェスティバル＆消費生活展（キラメッセぬまづ）」特設ステージにて、「第８回ぬまづエコ活動コンテ

スト」の表彰式とみんなのエコ部門で大賞を受賞された「戸田せっけんの会 ラ・メール」さんが活動内

容を発表しました。 

 

◆結果について 

部門 受賞 チーム名 タイトル 

まちのエコ 

大賞 千本 松原  千本松原をいつもきれいに 

入賞 
グリーン×クリーン 

豊かな町豊かな心を作る豊町愛鷹地区 

生ゴミゼロ化を目指して 

愛鷹地区コミュニティー推進委員会エコ推進部会 愛鷹地区グリーンカーテン展開作戦(その⒍) 

こどものエコ 

大賞 スマイルアース 広げようエコの輪 

入賞 
新沢田町子ども会 ぬり絵でエコを広げよう！ 

神田町子ども会 エコ新聞 

おうちのエコ 

大賞 Ｔ.Y 
ダンボールコンポストを実施して 

３年目 

入賞 
粟村千歳 自分でしているエコ活動 

大宮山正史 緑の楽園 

みんなのエコ 

大賞 戸田せっけんの会 ラ・メール 廃食油からせっけん作り 

入賞 
戸田ホタルの会 鑑賞会を目的に生息調査と環境整備 

戸田花の会 花いっぱい運動 

みどりの 

カーテンフォト 

大賞 あけぼの保育園 

入賞 渡邉さえ子 

入賞 愛鷹保育園 

入賞 大平地区センター 

企業の部

大賞 
富士通株式会社 沼津工場 

 

◆発表者・発表内容 

戸田せっけんの会 ラ・メール 「廃油食からせっけん作り」 

 

                     ４ 

「第８回 ぬまづエコ活動コンテスト」 
表彰式を開催しました 

「戸田せっけんの会 ラ・メール」さん 発表 



会の動き 

 

会の動き 

 
 

 

☆平成２９年１２月１５日 

  【広報部会】  水と空 第１５５号発行 

 

☆平成３０年 １月３１日 

【広報部会】  （１）第１５６号「水と空」の企画について 

          （２）その他 

  【事業部会】  （１）事業部会活動について 

          （２）その他 

 

☆平成３０年 １月３０日 

【広報部会・事業部会】 赤武エンジニアリング㈱ 視察研修会 

 

☆平成３０年 ２月１６日 

  【広報部会】  （１）第１５６号「水と空」の校正について 

          （２）第１５７号「水と空」の企画について 

          （３）その他 

  【事業部会】  （１）事業部会活動について 

          （２）その他 

 

 

☆平成２９年１２月１５日 

  【広報部会】  水と空 第１５５号発行 

 

☆平成３０年 １月３１日 

【広報部会】  （１）第１５６号「水と空」の企画について 

          （２）その他 

  【事業部会】  （１）事業部会活動について 

          （２）その他 

 

☆平成３０年 １月３０日 

【広報部会・事業部会】 赤武エンジニアリング㈱ 視察研修会 

 

☆平成３０年 ２月１６日 

  【広報部会】  （１）第１５６号「水と空」の校正について 

          （２）第１５７号「水と空」の企画について 

          （３）その他 

  【事業部会】  （１）事業部会活動について 

          （２）その他 
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